
 

県立延岡病院基準寝具賃貸借業務仕様書 

 

１ 目的 

  寝具類の賃貸借の目的は、使用済み寝具の回収及び清潔寝具の院内各部署への供給並びにこれらの

衛生的な保管管理を通じて寝具類の適正管理を行うとともに、院内感染対策の防止及び病院業務の効

率化を図り、病院機能の向上に資するものとする。 

 

２ 賃貸先 

  県立延岡病院 病床数（３９９床） 前年度稼働病床数（３８０床） 

 

３ 契約期間 

  令和８年７月１日から令和１１年６月３０日まで 

 

４ 契約の方法 

寝具類の提供及び洗濯に配送・回収を含む年間単価契約とする。 

 

５ 寝具類の賃貸借料金の請求計算方法 

１ヶ月の寝具の賃貸借料金の算出方法は、別表２のとおりとする。 

 

６ 作業日 

月曜日から土曜日まで（１２月３１日及び１月１日を除く。）。 

 

７ 基本的事項 

（１） 業務に関する施設基準等 

① 医療関連サービスマーク認定者であること。 

② 別添１｢病院寝具類の受託洗濯施設に関する衛生基準」（平成５年２月１５日付け厚生省健

康政策局指導課長通知別添）を満たすものであること。 

 また、各寝具類の消毒方法については、別添２の消毒方法を遵守すること。 

（２） 業務代行保証契約の締結 

   天災等により一時的に賃貸借業務の遂行が困難となった場合の業務代行について、受託者（以下

「乙」という。）は、一般社団法人日本病院寝具協会と本契約に係る業務代行保証契約を締結すると

共に、業務代行保証書の写しを甲に提出しなければならない。 

 

（３） 業務実施に当たっての基本事項 

① 受託者（以下「乙」という。）は、業務に支障のないよう十分な人員を配置するものとす

る。 

② 従業員の服装は、病院職員及び他の作業員と区別できる服装とし、身だしなみを整え常に

清潔を保つものとする。 

③ 乙は、会社名、氏名が記載された名札を着用しなければならない。 

④ 乙は、業務遂行のために使用する用具等は、常に整理整頓すること。 

⑤ 乙は、常に患者を優先し、診療看護業務の妨げにならないようにすること。 

⑥ 乙は、業務上知り得た秘密事項を第三者に漏らしてはならない。 



 

⑦ 乙は、伝染性疾患（インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、ノロウイルス、ロタウ

イルスなどの感染性胃腸炎、流行性角結膜炎、結核、風疹、流行性耳下腺炎、麻疹、水痘

など）に罹患した場合は就業を禁止しなければならない。 

 なお、就業停止期間は当院の就業規則によるものとする。 

⑧ 乙は、県立延岡病院（以下「甲」という。）から貸与された鍵を使用する場合は、慎重に取

り扱うこととし、業務を遂行するために必要な場合に限って使用しなければならない。 

⑨ 乙は、業務を遂行するにあたって、病院という特性を考慮し、静粛且つ迅速を旨とし、衛

生面に留意すること。 

また、火気の取り扱いに留意するとともに、甲の業務運営に支障を来すことのないように

しなければならない。 

⑩ 本契約の満了又は解除に伴い業務を終了する場合は、甲から貸与された鍵を直ちに返却し

なければならない。 

また、円滑に業務が引き継がれるよう業務の引継に十分に配慮して行うこととし、甲の業

務に支障を来すことがないようにしなければならない。 

⑪ 甲は、感染防止及び衛生管理上必要と認めた場合は、乙に対し業務の実施を要求できるも

のとする。 

この場合の乙の費用について、甲は、契約書本文第３条の規定に基づき乙に支払うものと

する。 

⑫ 自然災害、火災等における緊急時は、甲乙協議のうえ業務を行うものとする。 

 

８ 寝具類の規格等について 

（１） 寝具類の規格 

賃貸借を行う寝具類の規格は、別表３のとおりとする。 

 

（２） 賃貸借を行う寝具類の種別、組数及び供給回数 

供給場所毎の寝具類の種別、組数及び供給回数は、別表４のとおりとする。 

なお、寝具類については包布をしたうえで供給すること。 

また、病院業務の円滑な実施のため、臨時的に必要な寝具類を十分補充できる数量をリネン室

に備えておくこと。 

 

（３） 寝具類の洗濯・補修等 

寝具類の洗濯補修等は、次により行うものとする。 

① 布団綿の打ち直し、枕等の再製は、年１回以上とする。 

② 寝具類の洗濯は、交換の都度行うものとする。 

③ 補修箇所が生じた場合は、その都度、補修を行うものとする。 

④ 縮み、汚損の生じた寝具は、その都度、交換を行うものとする。 

 

９ 施設及び備品等の提供について 

甲は、乙が業務を実施するうえで必要な次の施設及び備品を無償で使用させる。 

（１） 病棟リネン庫 

３階東病棟、ＩＣＵ、ＨＣＵ、４階東病棟（周産期センタ－分を含む）、４階西病棟、５階東

病棟、５階西病棟、透析室、６階東病棟、６階西病棟、７階東病棟の各リネン庫。 

 

 



 

（２） 備品等 

コンテナ２７台、台車７台 

 

 

１０ 業務の作業内容及び手順 

（１） 寝具類の在庫管理 

納品検収、仕分け、整理、保管、棚卸し 

 

 （２） 感染性寝具等の取り扱い 

感染の疑いのある寝具等は、甲が感染の危険がある旨を表示した袋に密封したうえで回収依頼 

をするので、乙は感染性寝具と他の寝具を区別して回収し、感染性寝具は２重袋にして洗濯工場 

へ引き渡しを行うこと。 

 

（３） 病棟用基準寝具の供給、回収 

  ①  随時交換 

    各病棟から必要枚数の請求があるので、原則として当日中に各病棟のリネン庫に必要数を供給

し、使用済み寝具の回収を行うこと。 

なお、供給、回収に当たっては給食配膳の時間帯を避けて行うこと。 

② 定期交換 

病棟用基準寝具は週１回定期交換を行うものとし、定期交換実施日は、別表５のとおりとす

る。 

なお、定期交換日の前日に各病棟から必要枚数の請求があるので、原則として定期交換日の朝

に必要数を供給し、使用済み寝具を回収すること。 

 

（４） 外来の寝具類の供給、回収 

外来等の寝具類は、原則として別表６に基づいて供給し、使用済み寝具を回収する。 

 

（５） その他の部署の寝具類の供給、回収 

  ① ＩＣＵ・ＣＣＵ・ＨＣＵ 

    必要枚数の請求があるので、原則として当日中にＩＣＵ・ＣＣＵ・ＨＣＵのリネン庫に必要数

を供給し、使用済み寝具の回収を行うこと。 

② その他の部署 

   仕様書に記載のない部署から寝具類の供給、回収の依頼があった場合、甲が必要と認めた場合 

には随時対応するものとする。 

 

（６） 当直室等の寝具の供給、回収 

    当直室等の寝具類は、ベッドメイキング担当者が作業場に寝具類を受け取りにくるので、原則

として別表７に基づいて供給し、使用済み寝具の搬入があったら回収すること。 

また、翌日が作業日でないときは、翌日分の寝具を作業場内に準備しておくこと。 

 

 

１１ 作業日誌及び実績報告書の提出 

（１）乙は、業務の実施状況を確認するため別表８により速やかに報告するものとする。 



 

（２）乙は、毎月の業務を完了したときは、翌月１０日までに実施状況を記載した実積報告書を甲に

提出しなければならない。 

なお、実積報告書の様式は、甲が予め承認したものとする。 

１２ 標準作業書の作成 

（１）乙は、業務を迅速かつ適確に行えるよう一定の品質を確保するため、従事者の作業手順につい

て、標準作業書を作成するものとする。 

（２）作業手順書は適切に管理し、必要時に開示できるようにしておくこと。 

 

１３ 従事者の研修 

（１）乙は、常に従事者の安全や衛生、感染等の専門知識の教育に努めなければならない。 

（２）乙は、従事者の資質を向上させ、業務を的確かつ安全に行うため、従事者の研修計画を立てる

とともに、新規採用の従事者等については、講習及び実習により十分な研修を行った後、業務を

行わせること。 

（３）乙は、甲が行う感染防止対策等の研修について参加要請があった場合、積極的に参加するこ

と。 

（４）乙は、業務従事者の新規採用時において、ウイルス性肝炎（Ｂ型肝炎等）の検査を受検させ、

抗体がない場合はワクチンの接種を行わせるなど対策を講ずること。 

（５）針刺し・切創及び皮膚・粘膜曝露が発生した場合は、受傷した部位を流水または石鹸流水で十

分に洗浄するなど初期対応を行った後、速やかに業務責任者と連絡をとり甲に報告すること。 

  また、初期対応後は乙のマニュアルに則って対応を行うが、必要に応じて甲の指示を受け適切な 

 処置を施すものとする。 

 なお、上記により発生した検査、予防治療等の費用負担については、原則、乙が負担するものと 

 する。 


